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■ 目 標 
 明治維新後の日本がアジアを侵略することで国力を伸張していった事を理解する。 
 
■ コンピューターを活用する利点 
① Google map の利用によって地理的な理解が助けられる。 
② 写真資料が容易に提供できるので知識理解をヴィジュアル的にサポートできる。 
 
■ 授業の流れ 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 ■ ＩＣＴ活用環境等 

使用周辺機器 デスクトップパソコン１人 1 台、プロジェクタ 
使用ソフト InternetExplorer  PowerPoint  Word 
使用教室 コンピュータ教室 

■ ＩＣＴ活用場面 
・全体的にパワーポイントで進行する。 
・詩はあらかじめ、ワードに打ち込んでおき、提示。 
・日露戦争の戦況を Google map で確認する。 
・トピックスとして正露丸をホームページから引用する。 

■ 成果と課題 
黒板を使った授業では集中力が低下していた生徒も、よく集中

して取り組んでいた。しかし全員の視線を指導者に集中させる旧

式の授業も大切であることも感じた。 

前時の復習 
（中国での義和団事件） 

「君死にたまうことなかれ」 
というテーマの提示 

日露戦争について 
（地理的な関係） 
（国際関係） 
（国内情勢） 

「君死にたまうことなかれ 
・・・２４まで育てしや」 
を読み、現代語に訳す 
 少し感想を尋ねる 
 
・ポーツマス条約の内容を解

説してまとめる。 


